
令和５年２月１０日 市政記者クラブ提供資料 

空き家の除却促進に係る連携協定について 

 

市内の空き家の除却促進と適正管理の啓発を目的に「国土交通省 令和３年度 住宅市

場を活用した空き家対策モデル事業」に採択された事業者である株式会社クラッソーネ

と連携協定を締結します。 

本協定により，管理不全により腐朽した空き家の除却の促進が期待されます。 

 

１ 協定締結先及びモデル事業名 

(１) 締結事業者 

会社名  株式会社クラッソーネ 

代表者  代表取締役 ＣＥＯ 川口 哲平 

事業内容 住宅関連工事・住宅関連製品の斡旋 

        住宅建築にまつわる情報提供 

解体工事のマッチングプラットフォームの運営 

(２) モデル事業名 

ＡＩによる解体費用シミュレーター活用推進事業 

 

２ 協定に基づく取組 

(１) 鈴鹿市版の解体費用シミュレーターを開発・運営 

(２) 鈴鹿市版の空き家の適正管理に向けた冊子の制作・提供 

(３) 本市が開催する空き家対策セミナー等への協力 

 

３ 協定締結式 

(１) 日時 令和５年２月１０日（金）午前１０時からの定例記者会見終了後 

(２) 場所 鈴鹿市役所本館６階 庁議室 

 

４ 運用開始 

(１) 鈴鹿市版の解体費用シミュレーター 令和５年２月１０日（金） 午後１時 

(２) 鈴鹿市版の空き家の適正管理に向けた冊子は，直ちに作成を開始する 

 

 

【問い合わせ】都市整備部住宅政策課 井上，林  直通０５９－３８２－７６１６ 


